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 Emmy Marie Simonsen ( DK ) 

 

私の名前はエミー・マリー・シモンセンで、デンマークに住んでいます。 

ラフ・コリー、Kiri と 1998 年からドッグダンスに携わってきました。 

それ以来、私は 8 頭の犬とダンスをしてきました。 

私は 2006 年よりデンマークのケネルクラブ HTM 委員会の委員長を務めており、2016 年からは 

FCI 委員会委員長になっています。 

2006 年にデンマーク(FCI)でドッグダンス審査員の資格を取得し、2010 年には英国の審査員試験 

に合格しました。 

大きなインターナショナル・チャンピオンシップを審査する機会にも恵まれました。 

 

私は、音楽と一緒に動くこと、ルーティンを通して物語を伝えることが大好きですが、私にとって 

最も重要なのは、トレーニングホールで多くの時間を犬と過ごし、関係を発展させることです。 

私はこのスポーツで独創的な動きやコンビネーションを考え出すことが大好きです。 

自分の犬の強みや、弱い部分に合うようにルーティンを振り付けできるところも大好きです。 

皆さんのルーティンを拝見するのをすごく楽しみにしています。 
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Attila Szkukalek ( UK ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Attila Szkukalek 博士は、犬と猫の行動主義者であり、50 年の実務経験を持つトレーニング 

インストラクターです。  

革新的なドッグダンスパフォーマンスにより、ドッグダンスのパイオニアの 1 人になりました。  

Attila の有名なルーティンは; カルメン、チャップリン、グラディエーターなど。 

著書に”Rhythmic Paws(DVD)”があります。 

 

競技会から引退して以来、犬のフリースタイルを教え、促進することに熱心に取り組みました。 

Attila のワークショップはとても人気で、個別に指導し、生徒のためにルーティンを振り付け、 

世界中の大会の審査をしました。 

私は日本のドッグダンス、音楽性、創造性、そして細部へのこだわりに感心しています。  

ジャッジに任命され とても光栄です。 Good Luck! 
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 Fruzsina Wilheim ( HU ) 

 

私の名前は Fruzsina Wilheim です。ハンガリー出身で、現在ドイツに住んでいます。  

私は 2007 年にレスキューミックスブリードでドッグダンスを始め、すぐにこのスポーツの虜に 

なりました。 

私はできるだけ多くのイベントに参加し、多くのスポーツについて学びました。  

2011 年に公式審査員になり、2016 年の OEC を含め、多くの国でいくつかのコンテストの 

審査員を務めました。 

 

現在、4 歳のビアデッドコリー Luran と仕事をしています。  

私は このスポーツがチームに要求する自由と創造性、新しくてエキサイティングな何かを思いつく 

可能性が常にあることが大好きです。  

昨年は多くの大会がキャンセルされて残念でしたが、オンラインイベントは私たちにドッグダンスの 

機会を与えてくれます。  

私はこのオンラインコンテストを審査することを、皆さんがたくさんの楽しめることを、 

そして すべてのエキサイティングなルーティンを見るのを、とても楽しみにしています！ 


